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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年9月18日(2008.9.18)

【公開番号】特開2007-283129(P2007-283129A)
【公開日】平成19年11月1日(2007.11.1)
【年通号数】公開・登録公報2007-042
【出願番号】特願2007-202920(P2007-202920)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１５Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月4日(2008.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者の操作にもとづいて遊技を行うとともに遊技者に有利となる特定遊技状態に移行
可能な遊技機であって、
　所定の数値範囲内で特定遊技判定用カウンタの値を更新する特定遊技判定用カウンタ更
新手段と、
　所定の条件が成立すると前記特定遊技判定用カウンタの値を抽出し、抽出値と判定値と
を比較してそれらが一致すると特定遊技状態に移行させる遊技制御手段と、
　前記特定遊技判定用カウンタの更新初期値を決定するための初期値決定用カウンタの値
を更新する初期値決定用カウンタ更新手段と、
　前記特定遊技判定用カウンタの値が所定値になったことを条件に前記初期値決定用カウ
ンタの値を抽出するとともに、抽出済みの前記初期値決定用カウンタの値にもとづいて前
記特定遊技判定用カウンタが所定周回したときに前記特定遊技判定用カウンタに初期値を
設定する初期値更新手段とを備え、
　前記初期値更新手段は、抽出済みの前記初期値決定用カウンタの値を用いて演算処理を
行い演算結果を初期値として前記特定遊技判定用カウンタに設定する
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明による遊技機は、遊技者の操作にもとづいて遊技を行うとともに遊技者に有利と
なる特定遊技状態に移行可能な遊技機であって、所定の数値範囲内で特定遊技判定用カウ
ンタの値を更新する特定遊技判定用カウンタ更新手段と、所定の条件が成立すると特定遊
技判定用カウンタの値を抽出し抽出値と判定値とを比較してそれらが一致すると特定遊技
状態に移行させる遊技制御手段と、特定遊技判定用カウンタの更新初期値を決定するため
の初期値決定用カウンタの値を更新する初期値決定用カウンタ更新手段と、特定遊技判定
用カウンタの値が所定値になったことを条件に初期値決定用カウンタの値を抽出するとと
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もに、抽出済みの初期値決定用カウンタの値にもとづいて特定遊技判定用カウンタが所定
周回したときに特定遊技判定用カウンタに初期値を設定する初期値更新手段とを備え、初
期値更新手段は、抽出済みの初期値決定用カウンタの値を用いて演算処理を行い演算結果
を初期値として特定遊技判定用カウンタに設定するものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明によれば、遊技機を、特定遊技判定用カウンタの値が所定値になったことを条件
に初期値決定用カウンタの値を抽出するとともに、抽出済みの初期値決定用カウンタの値
にもとづいて特定遊技判定用カウンタが所定周回したときに特定遊技判定用カウンタに初
期値を設定する初期値更新手段を備え、初期値更新手段が、抽出済みの初期値決定用カウ
ンタの値を用いて演算処理を行い演算結果を初期値として特定遊技判定用カウンタに設定
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するように構成にしたので、所定の起動タイミングに同期して遊技制御手段から出力され
る各種信号を観測しても、特定遊技判定用の数値が判定値と一致するタイミングを推測す
ることはできなくなり、その結果、外部から大当りを不正に発生させるための信号を与え
ることができなくなって、不正遊技行為を効果的に防止できる効果がある。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
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